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能美市地球温暖化対策実行計画の概要 

第１章 計画策定の趣旨 

１．計画の趣旨 

・地球温暖化対策に関して、市民、事業者、行政が取り組むべき具体的な行動と数値目標を示す、

市が一丸となったゼロカーボン実現のアクションプランである。 

 

２．計画の基本的事項 

(1) 計画期間 

・2023（令和 5）年度から 2030（令和 12）年度までとする。 

・目標年度：2030年度、基準年度：2013年度 

 

(2) 計画の位置づけ 

・「第 2次能美市環境基本計画」の脱炭素に関連する施策や取り組みを具現化する分野計画 

・「能美市 SDGs未来都市計画」が示す環境分野のゴールを共有する計画 

 

第２章 能美市の地域特性 

１．自然的・社会的特性 

・全国有数の先端産業が集積する県内屈指のモノづくりのまち 

・海岸から水田、丘陵に至る豊かな自然と九谷焼や古墳群など多様な歴史文化が育まれたまち 

 

２．能美市の温暖化対策に関するこれまでの取り組み 

・市民の意識啓発やエコな取り組みを促進するための事業のほか、公共施設における太陽光発電導

入、省エネ化に取り組んでいる。  
分類 内容 

市民の意識啓発・ 

エコな取り組みの促進 

・エコのみポイント事業 

・能美市自然エネルギー設備設置補助事業 

・「5374App（ごみなしアップ）」のアプリ運用によるごみ分

別の啓発 

・バスロケーションシステム（のみバス GO）運用による公

共交通の利用促進 

公共施設の再エネ・省エネ 
・公共施設への太陽光発電導入（15 施設、134.74kW） 

・能美市役所省エネルギー化改修事業（ESCO 事業） 

 

第３章 区域施策編 

１．市域における温室効果ガス排出量の現況 

・2019（R1）年度の温室効果ガス総排出量は 451 千トンであり、約 9 割が CO2である。このうち、

CO2排出量は 408千トンであり、基準年度（2013（平成 25）年度）比で 20.3％減少している。 

・本市の人口あたりの二酸化炭素排出量は、石川県平均と比較すると、産業部門以外の排出量は少

ないにも関わらず、産業部門が顕著に多くなっている。 

 

 

図 1 本市における二酸化炭素排出量の推移     図 2 人口あたりの部門別二酸化炭素排出量  
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能美市地球温暖化対策実行計画の概要 

２．削減目標 

 

 

 

 

３．計画の基本理念 

本計画では、モノづくりと様々な文化を築いてきた「能美のお人柄」を強みに、自らが考え行動

する市民力・地域力を結集し、持続可能なゼロカーボンシティ実現に向けて温暖化対策に取り組ん

でいくことを基本理念とする。 

 

４．温室効果ガス排出量削減に関する主な施策と削減効果 

 

重点プロジェクト：①再エネと EVによる脱炭素化と BCP対策 

②「エコのみポイント」アプリによるエコな「お人柄」づくり 
 

第４章 事務事業編 

 

第５章 計画の進行管理 

庁内横断的組織が推進母体となり、「（仮）能美市地球温暖化対策推進協議会」に

おける点検・評価のほか、社会情勢の変化などを踏まえ、随時見直しを図る。 

2030年度の温室効果ガス排出量を 2013年度比で 50％削減します。 

2050年までに温室効果ガス排出量実質ゼロを目指します。 

自ら考え共に歩む 能（よ）き「お人柄」が創る 

ゼロカーボンと社会、経済が調和した 

暮らしやすさ日本一の能美市をめざして 

2030年度に基準年度（2013 年度）比で 57％削減（9,759tCO2削減）を目標とします。 


